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慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
会
則

第
一
条　
　

本
会
は
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条　
　

本
会
は
以
下
の
三
項
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　

一
、‌�
中
国
文
学
・
哲
学
・
史
学
・
語
学
・
日
本
漢
学

等
の
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
慶
應
義
塾
に
関
係
す
る
研
究
者
に
学
術

交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

　
　
　
　
　

二
、‌�

国
内
外
の
研
究
者
と
の
研
究
交
流
の
促
進
を
図

る
。

　
　
　
　
　

三
、‌�

慶
應
義
塾
に
お
け
る
当
該
領
域
の
研
究
者
の
育

成
に
寄
与
す
る
。

第
三
条　
　

‌�

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の

事
業
を
行
う
。

　
　
　
　
　

一
、‌�

研
究
発
表
を
中
心
と
す
る
年
次
大
会
を
開
催
す

る
。

　
　
　
　
　

二
、‌�

機
関
誌
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
を
刊
行

す
る
。

　
　
　
　
　

三
、‌�

そ
の
他
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
う
。

第
四
条　
　

‌�

本
会
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
会
員
は
通
常
会
員
と
準
会
員
と
を
設
け
る
。

通
常
会
員
は
、
年
次
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
お
よ

び
機
関
誌
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
へ
の
投
稿

の
資
格
を
有
し
、『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
の
頒

布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
準
会
員
は
、
年
次
大

会
に
お
け
る
研
究
発
表
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
中
国
文

学
会
報
』
へ
の
投
稿
の
資
格
は
有
さ
な
い
が
、『
慶
應

義
塾
中
国
文
学
会
報
』
の
頒
布
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
会
員
の
入
退
会
規
定
に
つ
い
て
は
内
規
に
よ

り
別
途
定
め
る
。

第
五
条　
　

‌�

本
会
の
経
費
は
、
会
費
・
寄
付
金
お
よ
び
そ
の
他
の

収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
る
。
毎
年
度
初
め
に
所

定
の
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
に
つ
い

て
は
内
規
に
よ
り
別
途
定
め
る
。

第
六
条　
　

‌�

本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。
各
役
員
の
構
成
・
職

掌
・
任
期
・
選
出
方
法
等
に
つ
い
て
は
内
規
に
よ
り

別
途
定
め
る
。

　
　
　
　
　

一
、
会
長　

一
名

　
　
　
　
　

二
、
理
事　

若
干
名

　
　
　
　
　

三
、
監
事　

若
干
名

第
七
条　
　

‌�

本
会
の
議
決
機
関
と
し
て
総
会
を
開
催
し
、
本
会
の

事
業
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
決
定

す
る
。
総
会
に
つ
い
て
は
内
規
に
よ
り
別
途
定
め
る
。

　
〔
付
則
〕　

一
、
本
会
の
事
務
局
は
次
の
所
在
地
に
置
く
。
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‌�

一
〇
八－

八
三
四
五　

東
京
都
港
区
三
田

二－

十
五－

四
十
五　
　

慶
應
義
塾
大
学

文
学
部
中
国
文
学
専
攻
研
究
室
内

　
　
　
　
　

二
、‌�

本
会
の
設
立
年
月
日
は
、
二
〇
一
六
年
十
二
月

三
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　

三
、‌�
本
会
則
は
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
よ
り
施

行
す
る
。

　
　
　
　
　

四
、‌�
本
会
則
お
よ
び
諸
内
規
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
の
議
を
経
て
総
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
役
員
に
関
す
る
内
規

一
、
本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　

⑴　

会
長
（
一
名
）

　
　
　
　

�

本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
べ
、
理
事
長
を
兼
ね
る
。
理

事
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
選
出
し
、
総
会
の
承
認
を
得

る
。

　
　

⑵　

理
事
（
若
干
名
）

　
　
　
　

�

理
事
会
を
組
織
し
、
総
務
・
会
計
・
大
会
・
機
関
誌
等

の
会
務
を
執
行
す
る
。
会
長
が
通
常
会
員
の
中
か
ら
指

名
し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

⑶　

監
事
（
若
干
名
）

　
　
　
　

�

監
事
会
を
組
織
し
、
会
計
を
監
査
す
る
。
会
長
が
通
常

会
員
の
中
か
ら
指
名
し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

二
、
役
員
は
任
期
三
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
会
費
に
関
す
る
内
規

一
、‌�

通
常
会
員
の
会
費
は
年
額
五
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

学
生
（
大
学
院
生
含
む
）
は
四
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

二
、‌�

準
会
員
の
会
費
は
年
額
三
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

三
、‌�

会
長
、
理
事
の
任
に
あ
る
会
員
の
会
費
は
年
額
二
〇
、〇
〇
〇

円
と
す
る
。

四
、‌�

会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
す
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
総
会
に
関
す
る
内
規

一
、‌�

総
会
は
、
本
会
の
議
決
機
関
と
し
て
、
本
会
の
事
業
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
決
定
す
る
。

二
、‌�

総
会
は
、
通
常
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

三
、‌�
総
会
は
、
定
例
総
会
お
よ
び
臨
時
総
会
と
す
る
。
定
例
総
会

は
、
毎
年
一
回
、
当
該
年
度
の
年
次
大
会
の
時
に
開
催
す
る
。

臨
時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
開
催
す
る
。
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四
、‌�

次
の
事
項
は
、
定
例
総
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
、
ま
た
は

審
議
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑴　

役
員
の
選
任

　
　

⑵　

会
務
報
告
お
よ
び
事
業
計
画

　
　

⑶　

‌�
前
年
度
収
支
決
算
、
会
計
監
査
報
告
お
よ
び
当
該
年
度

収
支
予
算

　
　

⑷　

そ
の
他
総
会
ま
た
は
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項

五
、‌�

総
会
に
お
け
る
議
事
の
決
定
は
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意

を
要
す
る
。

六
、‌�

特
別
の
事
情
の
あ
る
場
合
、
会
長
は
、
理
事
会
の
議
に
基
づ

き
、
臨
時
総
会
の
開
催
に
代
え
て
「
通
信
の
方
法
に
よ
る
総

会
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
会
員
の
入
退
会
に
関
す
る
内
規

一
、‌�

本
会
へ
の
入
会
は
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
現
会
員
一
名

の
推
薦
を
受
け
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
総
会
に
報
告
さ

れ
る
。

二
、‌�

会
員
の
退
会
は
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
理
事
会
の
承
認

を
経
て
、
総
会
に
報
告
さ
れ
る
。

三
、‌�

会
員
が
会
費
を
連
続
三
年
間
未
納
の
場
合
は
、
退
会
扱
い
と

す
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』 

掲
載
論
文
に
関
す
る
内
規

一
、‌�『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
に
は
、
中
国
文
学
・
哲
学
・
史

学
・
語
学
・
日
本
漢
学
等
に
関
連
す
る
論
文
・
訳
注
・
翻
訳

等
を
掲
載
す
る
。

二
、‌�『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
の
編
集
に
は
、
機
関
誌
担
当
理

事
の
下
に
編
成
さ
れ
る
編
集
委
員
会
が
そ
の
任
に
当
た
る
。

三
、‌�

投
稿
資
格
は
、
本
会
通
常
会
員
に
限
る
。

四
、‌�

投
稿
原
稿
は
、
未
公
開
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
口
頭
で

発
表
し
、
こ
れ
を
初
め
て
文
章
化
し
た
場
合
は
未
公
開
と
見

な
す
。

五
、‌�

投
稿
原
稿
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
で
定
め
た
複
数
の
査

読
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、
掲
載
の
可
否
を
決
定
す

る
。

六
、‌�

採
用
さ
れ
た
原
稿
は
、
冊
子
体
に
印
刷
し
て
公
開
す
る
ほ
か
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
に
公
開
す
る
。

七
、‌�

電
子
媒
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
公
開
な
ど
に
伴
う
著
作
権

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
会
の
決
定
に
従
う
も
の
と
す
る
。

ま
た
公
開
先
・
公
開
方
法
に
つ
い
て
将
来
改
変
が
あ
っ
た
場

合
も
、
同
会
の
決
定
に
従
う
も
の
と
す
る
。

八
、
投
稿
規
定
に
関
し
て
は
別
途
定
め
る
。


